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Isomera 卜共二かはらさいこ其物デ、アル 0 變種名ヲ皆大文字デ*記シタノハ Franchet . ノ書 
ニアル通•リニシタノデアルガ本來ハ當然小文字デ記スべキデアル 0 (中井猛之進） 

QFranchet 氏ノ取扱ツタノ數種 
Franchet & Sayatier : Enumeratio Plantarum Japonicarum 第2卷 100 頁二 
Cyperus niteiis L. V アル ノノ、 Juncellus serotinus 0. B. Clarke みづがやつりデ アル。 
又 101 頁 ニアル Cyperus flavescens L. トアル ノハ Pycreus globosus Reichenbach 
あぜが•やつりデ アル。 又 103 頁 ニアル Cyperus japonicus Miquel ハみづがやつりデ アリ 
Cyperus Ina L. トアルモノ、中 Sayatier no. 1374 ノ、 Cyperub rmcroiria Steudel き 
が やつ リデ、アル 0 104 頁 ニア ル Cyperus Krameri Franchet & Savatiek ノ、 Cyperus 
amuricus Maximowicz ノ 基本型卽チ Cyperus amuricus var. laxus (Franchet & Sava- 
tier) Nakai デ アル 0 105 頁ノ Cyperus Textori Miquel ハきがやつりデ アル。 斯樣二誤 
ガ多イカラ原標本ニツイテー々當ツテ見ナイト西人ノ書イタ著書論文ノ記事ハ其儘鵜吞ミ 
ニスル ノノヽ危險 極 マリナイコト デアル。 （中井猛之進） 

〇中肋ノ離脫 



Fig.1 .Gocliaeum spiralis an example of midrib excurent. 


葉ノ中助ハ通常 基部 ヨリ尖端部 二 達シ、時 ニ ハ 
更二先端ヨリ突出 スル モノ デ アルコトノ、蓋シ常態 
デアラウ。然 シマ タ時 ニハ 葉尖 ヨリ 約1セ、メ程 
ノ手前'デ葉面カラ 完全二 脫離シテ針狀ノ突起然夕 
ルコトモアル。 其 一例ト シテ溫室育チノ、へんえ 
ふぼく一名〈ろとんイャぽりねしあ原產ノ Codi- 
比? <m spimfe(Fig.l) ヲ擧 ゲル 事= • スル。 〇 ノ種 
名=就テハ松崎直枝氏二負フ處アリ）此ノ事實二. 

就テハ Bailley ノ Encyclopedia Horticulture 
p.818 =モ圖ガ出テ居テ、中助ノ脫離外卷スル事 
7 midrib excurrent 卜述べテアル。 

之 二 似 夕事ガ 草木 錦葉集卷之四第22 ■丁 二 出 テ Fi S - 2 - “Kumataka” a prdeirform of 

居 ル、 卽か& たちばな (Bladhiapunctata Nakai ) kiny6-sliy€i published in 1829. 
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ノー形デアルくまたか （ Fig _ 2) 卜云フ ノガ 夫-デアツテ、 中助 ハ 裏而二於テ脫出外卷シテ居 
ルカラ、脫出ノ 方向 ハ前記 ノモ ノトハ反對デアルガ、脫出シテ居ル點二於テノ、同ジデアル。 
尤モコノくまたか二於テ果シテ脫出シテ居ルカドウカガタぐ畫デ見夕丈ノ事ダカラ判然シ 
ナイノデ同書中ノ說明ヲ見ルト「葉中筋の先に鳥の爪に似たる鎌出る」トアリ多少理解二苦 
マザルヲ得ナイノデ、此ノ爪ガ果シ テ 何處カラ出テ居ルカニ就キ 、東京美術 學校出身デ:版畫 
技術 二 造詣深イ古川龍 夫氏 二木版技術 上ノ判定ヲ求メタ處ャハリ 葉 尖ノ少シク手前デ 葉 裏 
カラ脫出シテ爪狀ヲ呈シテ居ル場^"ヲ描出シク モノ デ、アルコトガ判ツタ、 サス■レ パ、脫離面 
ガ葉面卜葉裏トノ 相違 コソアレ、前記 Cadicem spiraUs i 、 闻一筆法 デ、アル。然シ 吾人ハ今日 
其實物ヲ見ル事ハ出來ナイ ガ 、文政 ノ昔ニ ハコ ンナモノモア ツタ モノ ト見エル。若シコ レガ 
今尙現存 スル事實トシテ 何人 カ ニ ヨリ報 ゼラ レ、バ實二面白イ事卜言ハ ズバ ナルマイ。 

-' ： (久內淸孝） 

〇ひえすげノ學名 

ひえすげ（一名まつまへすげ）ノ學名卜云へバ古クハ Carex longerostrata C . A . Meyer 
ヲ用ヰテ誰シモ怪マナカツタモノデアル0所ガ近年二至ツテ京都帝國大學ノ大井次三郞氏 
ハひえすげ卜呼ンデ4ルモノノ中二2ツノ形ガ含マレテキル事ヲ發見セラレタ。卽チーハ 
根莖ガ地下ヲ長ク匍フノミデ匍枝ヲ決シテ出サヌ形、他ハ根莖ガ短ク地下を匍ヒ匍枝ヲ出 
ス形デアツテ前者ハ Carex longerostrata C . A . Meyer 其物二該當シ後者ハマダ名ノ無イ 
新種デアルトノ結論カラ氏ハ後者二 Carex fusco-fibrosa Ohwi 卜云フ新學名ヲ命ジテ.1931 
年二學界二發表シタ其際ひえすげナル和名ハ後者二殘サレタ。此論文ガ出版サレテ間モ 
ナク私ハ南滿洲ノすげ類ノ硏究ヲ始メタガ、ひえすげノ間題二就テハ全ク大井氏ノ卓見二敬 
服シタノデアツタ。私ガ此說=賛意ヲ表シタ理由ハ單=根莖ノ點ノミカラ デハナ グ其他二 
モ可ナリ重要ナ相違ノアル事二氣付イタカラデアツタ。伍シ大井氏ガひえすげヲ新種卜認 
メラレタ點二就テハ異論ガアツタ〇卜云フノハ私ガ滿洲ノすげ類卜日本ノすげ類トヲ比較 
硏究シテヰル際偶然ニモ中井博士ガ1922年二 Spirostachyce 節ノ ー種トシテ發表サレテ 
ヰルちうぜんすげ （ Car ぬ; tenuistachya Nakai ) ガひえすげ卜全ク同ーデ、アル事ヲ發見シタ 
カラデアル 2 k ツマリ換言スレバひえすげノ學名トシテハ Carex fusco-fibrosa Ohwi ヨリ 
以前二發表サレタ Carex tenuistachya Nakai ヲ起用スべキ事ニナツタカラデアル。私ガすげ 
類ヲ硏究シテ斗ル最中二北海道帝國大學ノ秋山茂雄氏ノ大著 Conspectus Caricum Japo - 
nicarum ガ出版セラレタガ私ハ其書中=於テ Carex fusco-fibrosa Ohwi ガ Carex longe¬ 
rostrata C . A. Meyer ノ異名中二加へラレひえすげ/學名トシテ矢張リ Carex longero¬ 
strata 0. A. Meyer ガ生キテヰルノヲ見出ダシタノデアル 3 秋山氏-ハ勿論或理由カラ此 
兩種ガ不可分ノ種類デアルトノ結論二達セラレタノデアルガ氏ノ著ニハ其理由トスル所ヲ 
一言モ述べテ居ラレヌタメ私ハ氏ノ說二俄二從フ事ガ出來ナカツタ。.從ツテ其後私ガ自分 
ノ硏究結果ヲ「植物學雜誌」 二 發表シタ際=モ所信ヲマゲズひえすげノ學名ニハ Carex tenui¬ 
stachya Nakai 7用ヰテ置イタノデアル 0 J) ソシテ同時二鱗片ノ色ノ淡イ變種うすいろ ひ 
えすげ （ var . pa 取 (to ' Kitagawa ) ヲ發表シタノデアツク。 


66 — 



